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子
ど
も
の
放
課
後
の
遊
び
と
生

活
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

■
利
用
期
間

　

平
成
31
年
4
月
1
日
～
平
成

32
年
3
月
31
日

■
利
用
料

通
年
利
用　

月
額
3
0
0
0
円

緊
急
一
時
預
か
り　

日
額
5
0
0
円

長
期
休
業
期
間
の
み
利
用　

夏
季

休
業
5
0
0
0
円
、
冬
季
休
業
（
年

末
年
始
除
く
）
1
0
0
0
円
、
学
年

始
・
学
年
末
休
業
各
1
0
0
0
円

■
対
象

　

市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
、
昼

間
、
就
労
な
ど
で
保
護
者
が
家
庭

に
い
な
い
児
童

■
申
請
期
間　

　

11
月
1
日

～
30
日


■
申
請
方
法
な
ど

　

各
施
設（
左
表
の
申
請
受
付
場

所
）、子
育
て
支
援
課
、各
地
域
の
就

学
時
健
診
会
場
で
配
布
す
る
申
請

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、各
施

設
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。初

め
て
利
用
す
る
場
合
は
、申
請
時
に

利
用
児
童
を
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
利
用
中
で
、引
き
続
き
利
用
予

定
の
児
童
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

決
定
通
知
は
平
成
31
年
2
月
上

旬
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係
　


6
0
4
5

平
成
31
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
を
募
集
し
ま
す

放課後児童クラブ一覧

放課後児童クラブ名
（実施施設）

対象学区
申請受付場所

（問い合わせ先）

古川わかば放課後児童クラブ（古川中央
児童館）

古川第一
小学校

古川中央児童館
23-0430

古川なかよし放課後児童クラブ（古川東
児童センター）

古川第二
小学校

古 川 東 児 童 セ ン
ター 23-1055

古川めだか放課後児童クラブ（古川南児
童センター） 古川第三

小学校
古 川 南 児 童 セ ン
ター 22-3610（仮称）古川第2めだか、古川第3めだか放

課後児童クラブ（古川第三小学校敷地内）

古川あすなろ放課後児童クラブ（古川大
宮児童センター） 古川第四

小学校
古川大宮児童セン
ター 23-1120（仮称）古川第2あすなろ、古川第3あすなろ

放課後児童クラブ（古川第四小学校敷地内）

古川つくしんぼ、第 2つくしんぼ放課後
児童クラブ（古川稲葉児童センター）

古川第五
小学校

古川稲葉児童セン
ター 24-8513

松山放課後児童クラブ（松山放課後児童
クラブ室）

松山
小学校

松山総合支所市民
福祉課 55-5020

三本木放課後児童クラブ（三本木児童交
流センター）

三本木
小学校

三本木児童交流セ
ンター 52-2078

鹿島台放課後児童クラブ（鹿島台中央児
童館）

鹿島台
小学校

鹿島台中央児童館 
56-4672

岩出山放課後児童クラブ（岩出山小学校）
岩出山
小学校

岩出山総合支所市
民福祉課 
72-1214

鳴子放課後児童クラブ（鳴子小学校）
鳴子
小学校

鳴子放課後児童ク
ラブ 82-2188

田尻放課後児童クラブ（田尻幼稚園）
田尻
小学校

田尻沼部放課後児
童クラブ 
39-3955

田尻沼部放課後児童クラブ（田尻保健セ
ンター）

沼部
小学校

田尻大貫放課後児童クラブ（大貫幼稚園）
大貫
小学校

 

防
災
安
全
課
消
防
担
当
　


5
1
4
4

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

▲

最
優
秀
賞

　
鈴
木 

沙
織
さ
ん

（
加
美
町
）

消
す
ま
で
は

　
目
を
離
さ
な
い

　
離
れ
な
い

▲

最
優
秀
賞

　
須
江 

優
衣
さ
ん

（
古
川
第
5
小
学
校
）

　

11
月
９
日

か
ら
15
日

ま

で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え

ま
す
。暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

も
増
え
る
た
め
、火
災
予
防
に
一
層

心
が
け
、火
災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
発
生
時
の
行
動


早
く
知
ら
せ
る

　

「
火
事
だ
」と
大
声
を
出
し
て
近

所
に
助
け
を
求
め
、小
さ
な
火
で
も

1
1
9
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。


早
く
消
火
す
る

　

出
火
か
ら
2
分
以
内
が
自
分
自

身
で
消
火
で
き
る
目
安
で
す
。
水

や
消
火
器
、
水
で
濡
ら
し
た
毛
布

や
座
布
団
な
ど
、
身
近
な
も
の
で

消
火
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


早
く
逃
げ
る

　

す
ぐ
に
消
火
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
決
し
て
無
理
は
せ
ず
、
早
め

に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。
逃
げ
る
際

は
、
な
る
べ
く
部
屋
の
窓
や
ド
ア

を
閉
め
て
、
新
鮮
な
空
気
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
予
防
の
呼
び
か
け

　

平
成
30
年
度
大
崎
広
域
防
火
ポ

ス
タ
ー
に
、
大
崎
管
内
の
小
学
校

か
ら
１
７
８
点
の
応
募
が
あ
り
、最

優
秀
賞
１
点
、優
秀
賞
６
点
、優
良

賞
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
大
崎
広
域

防
火
標
語
に
は
、
大
崎
管
内
の
中

学
校
か
ら
76
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
品
は
、
大
崎
管
内
の

火
災
予
防
の
広
報
な
ど
で
使
用
さ

れ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）　

　

市
で
は
、
市
民
、
事
業
者
な
ど
市

内
で
生
活
・
活
動
す
る
す
べ
て
の
人

が
協
働
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
む
た
め
、地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、市
全
体
で
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

を
定
め
て
い
ま
す
。目
標
の
達
成
に

向
け
て
、6
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
基
本
方
針


市
民
・
事
業
者
・
市
が
参
画
・
連

　

携
・
協
働
し
た
地
球
温
暖
化
対

　

策
の
推
進


地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
の
利
用
促
進


省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
お
よ
び
環

　

境
配
慮
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等

　

の
推
進


３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー

　

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
推
進
に
よ

　

る
循
環
型
社
会
の
形
成


コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

　

推
進
と
利
用
し
や
す
い
公
共
交

　

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
充
実

　

平
成
31
年
４
月
に
進
学
・
進
級

す
る
人
で
、
大
崎
市
奨
学
資
金
の

貸
与
を
希
望
す
る
予
約
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

※
高
校
在
学
中
に
貸
与
を
受
け
て

　

い
た
人
が
大
学
や
専
門
学
校
へ

　

進
学
し
、
引
き
続
き
貸
与
を
希

　

望
す
る
場
合
は
、
再
度
応
募
し

　

て
く
だ
さ
い
。

大
崎
市
奨
学
資
金
と
は

　
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
高
校
・
大
学
へ
の
進
学
意
欲
と

能
力
の
あ
る
人
に
教
育
を
受
け
る

機
会
を
保
障
し
、
無
利
子
で
奨
学

資
金
を
貸
与
す
る
制
度
で
す
。

■
貸
与
月
額

高
校
生
　
１
万
5
０
０
０
円

大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校
生
な

ど
　
３
万
円

■
貸
与
期
間

　
正
規
の
修
学
年
限
が
満
了
す
る

月
ま
で

■
貸
与
方
法

　
年
２
回
、
奨
学
生
名
義
の
口
座

に
振
り
込
み

■
対
象

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人


地
域
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る

　

自
然
環
境
の
保
全

■
身
近
な
取
り
組
み
例

▼
白
熱
電
球
か
ら
L
E
D
ラ
ン
プ

　

に
交
換
す
る

▼
冷
蔵
庫
に
も
の
を
詰
め
込
み
す

　

ぎ
な
い

▼
通
勤
や
買
い
物
の
際
に
バ
ス
や

　

鉄
道
、
自
転
車
を
利
用
す
る

　
W
A
R
M 

B
I
Z
（
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
）

　

市
で
は
、
冬
期
の
地
球
温
暖
化

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
暖
房
時

の
室
温
を
20
度
に
設
定
し
、
快

適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

「
W
A
R
M 

B
I
Z
（
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
）
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

電
力
に
よ
る
冷
暖
房
を
行
う
場

合
、
室
温
設
定
の
調
節
に
よ
る
省

エ
ネ
効
果
は
、
夏
よ
り
も
冬
の
方

が
大
き
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
暖

房
器
具
の
室
温
設
定
を
今
ま
で
よ

り
下
げ
る
こ
と
で
、
C
O
2
削
減

効
果
と
、
電
気
代
の
節
約
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

「
地
球
温
暖
化
対
策
」
を
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

 

環
境
保
全
課
生
活
環
境
担
当
　


6
0
7
4

「
地
球
温
暖
化
対
策
」を
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う

 

学
校
教
育
課
学
校
総
務
担
当
　


5
0
3
3

平
成
31
年
度
か
ら
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す


保
護
者
が
市
内
に
居
住
し
て
い

　

る
人


経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な

　

人

第
１
学
年
か
ら
応
募
時
点
ま
で

　

の
５
段
階
評
定
の
平
均
値
が

　

３
・
０
以
上
の
人

※
5
段
階
評
定
の
平
均
値
が
３
・

　

０
未
満
の
場
合
は
、
学
校
長
の

　

所
見
が
必
要
で
す
。


2
人
の
連
帯
保
証
人
が
い
る
人

　

（
１
人
は
保
護
者
、
も
う
１
人
は

　

生
計
を
別
に
す
る
返
済
資
力
の

　

あ
る
人
）

■
償
還
方
法

　
卒
業
し
た
翌
年
か
ら
７
年
以
内

に
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
全
額
償
還
し
て
く
だ

さ
い
。
利
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
崎
市
奨
学
資
金
の
申
請
方
法

　
申
請
書
な
ど
は
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
お
よ
び
教
育
委
員
会

古
川
支
局
、
各
支
所
、
市
内
の
中
学

校
、
大
崎
管
内
14
高
等
学
校
で
配

布
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

高
校
生
　
10
人
程
度

大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校
生
な

ど
　
20
人
程
度

■
募
集
期
間

　

　
11
月
1
日

～
12
月
17
日


■
奨
学
生
の
貸
与
決
定
方
法

　
大
崎
市
奨
学
資
金
貸
与
事
業
運

営
委
員
会
で
平
成
31
年
2
月
に
審

査
・
選
考
を
行
い
、
内
定
者
を
決
定

し
ま
す
。
選
考
結
果
は
全
応
募
者

へ
通
知
し
ま
す
。

　

内
定
し
た
人
は
、
平
成
31
年
４

月
に
誓
約
書
と
在
学
証
明
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
正
式

な
貸
与
決
定
と
な
り
ま
す
。

大崎市奨学資金貸与事業への
寄附を受け付けています

　経済的理由で修学困難な学生や生徒に

奨学資金を貸与するため、皆さんからの寄

附を募集しています。

　寄附は、2,000円以上の場合に税制上の

優遇措置（所得税や住民税などの控除）を

受けることができます。詳しくはお問い合わ

せください。

 


